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＜審査結果の発表＞ 

提案関係者の皆様には、熱心なプレゼンありがとうございました。 

先ほど審査委員で色々検討いたしまして、（審査結果集計表を）ご覧のとおり、発表順で

いくと『子どもや子育て家庭が気軽に利用できる居場所の整備』と、『起業家を育成する環

境づくり』の２事業を採択することになりました。 

全体的に 70 パーセント以上の得点、合計でいうと（300 満点中）210 点以上ということ

が規定（審査基準）にございまして、それをクリアしていたのが２事業ということでござ

います。 

また後でそれぞれの評価というか審査委員の意見等はお伝えしたいと思いますが、一応

結果はこういうことになりました。 

簡単に講評というほどのことはないですけど、それぞれの団体のプレゼン内容について

審査委員から出た意見を私からお伝えしたいと思います。 

 

＜全体講評＞ 

全体的に４つの提案のうち、３つが子どもの居場所とか活動についての観点でありまし

た。審査委員の中からは、３つを一緒にして計画を立ててはどうかという意見もございま

したが、それぞれの提出団体の考え、熱意ということを考慮して、今回は一緒にするとい

うようなことは無しでいこうと。 

ただ、今後、計画策定時点で２番目のプレゼンをされました『外遊び』のこと、（３番目

のプレゼン）『家庭教育』の件も、活動計画の中で十分取り入れていける要素だと思います

し、実際にネットワークでつながっているということもおっしゃっておられましたので、

それぞれの団体の協力、あるいはスクラムを期待したいと思います。 

では、それぞれの発表について、審査委員から出た意見を少し紹介しておきます。 

 

＜以下、発表順に個別講評＞ 

１番目の『居場所づくり』については、目指すところがちょっとわからない。計画を立

てて３年間活動し、できたのはガイドブックだけだったということにならないようにして

いただきたいなということがございました。ガイドブックとか事例集は県の方にもたくさ

んございますので、それを作ることはいけないということではないんですけど、成果物が

それだけだったというようなことにはならないようにしていただきたいということがござ



いました。 

２番目の『外遊び』については、遊びこみという言葉に象徴されるように、強い思いが

感じられて、残念な結果ではあったですけど、もうちょっと、２つのＮＰＯが手を組んで

何をしていくのか、ノウハウをどうやって全県域に広げていくのかというようなところが

もう少しはっきりしていたらよかったのかなという意見がございました。 

外遊びについては、市町村も協力して取り組める事柄なので、地域のニーズが濃いとい

うふうに感じられるので、そこらへんの追及をされてはどうかというような意見がござい

ました。 

３番目の『家庭教育』です。 

質問でも出ていましたけど、講師謝金の問題等、ちょっと説明が弱かったのかなという

意見がございました。ただ、先ほどから何回も言いますが、一番目の、採択をされました

居場所づくりに関しても、似たようなというか、共通の活動理念というのがございますの

で、実際の活動計画の中で、ぜひ協力をしていただきたいと思います。 

４番目の『起業』を増やしていくところについては、１番目から３番目の発表が子育て

に関したことでしたのでなおさらだったんですけども、特色があっていい。お互いに支援

をしていくということがとても必要なんじゃないかと。県と一緒に進めていくと起業への

ヒントというふうになるんじゃないかと。何をしていくのかということが一番わかりやす

かった。雇用創出は、県としても力を入れている分野ですので、更に起業を増やす環境を

どのようにしていけばいいのか、ということをブラッシュアップしていってほしいという

意見がございました。 

 

＜全体まとめ＞ 

それぞれの熱い思いを、それぞれの審査委員が感じとったわけですけども、やはりいつ

も出てくることで、今回も出てきて残念だったなと思うのは、行政の関与、協力をどのよ

うにするのか。「広報します。」「信用度が上がります。」では、協働という面ではだめなん

じゃないかということですね。 

県として、ＮＰＯさんと協働してこういうこともやるんだ、こういうことは県がやりま

すというような意見というか、決意がほしかったという意見もございました。 

（採択した２事業は）事業計画が固まった時には再度審査があると思いますので、その

時にどのように計画がブラッシュアップされ、目的がはっきりして、これならいいんじゃ

ないのというふうになっているか楽しみにしておりますので、どうか頑張っていただきた

いと思います。以上でございます。 


